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内容の要旨及び審査の結果の要旨
歯牙鰯蝕の継発症に代表される歯性化膿性感染症は病原性の弱い口腔常在菌による内因感染症であるが，重篤な症
状に至る症例も稀ではない。このことから本症の発症・進展には複数起炎菌の相乗効果による病原性増強が重要な役
割を有しているものと推察されてきたが，その発生機序については殆ど解明されていない現状にある。そこで本研究
では，本症の代表的菌種として高頻度に分離される好気性グラム陽性球菌Streptococcusconstellatusと嫌気性グラ
ム陰性桿菌Fusobacteriumnucleatumを用い，両菌間の病原性の相乗効果を解明する目的で実験を行った。実験モ
デルとして臨床に極めて類似のマウスロ底膿瘍モデルを考案し，両菌種の接種液の種類は①生菌を含む菌懸濁液およ
び②それを培養した菌培養液，さらに③遠心分離・濾過して生菌を除去した菌培養濾液および④それを加熱した熱処
理菌培養濾液とし，これらを各々単独または混合液として頚部から経皮的に□底部に接種した。また両菌間の間接相
互作用を検索する目的で一方を口底，一方を背部に接種する実験も追加し，病原性の強さの測定には致死率，膿瘍形
成率および回収菌数によって判定した。得られた結果は以下のように要約される。
１）両菌の菌懸濁液2×l08cfuを口底に単独で接種した場合は膿瘍形成のみで死亡マウスは認められなかったが，
混合接種では全て敗血症で死亡した。
２）Ｓ・constellatusの菌懸濁液にRnucleatumの菌培養濾液を投与したところ対照では認められなかった死亡マ
ウスが多数認められ，熱処理濾液でもほぼ同様の結果であった。なお逆の場合には相乗効果は認められなかった。
３）上述の結果に基づきSconstellatusの菌懸濁液を口底に，Ｆ・nucleatumの菌培養濾液を背部に接種したとこ
ろ，熱処理液においても対照に比して膿瘍からの回収菌数は有意に高く，死亡マウスも出現した。本結果より，
この耐熱性物質は宿主作用による病原性増強効果を有するものと推察された。
４）さらにRnucleatumの菌培養濾液を口底や背部に千分の１まで希釈接種した場合にも対照に比して有意に高
い回収菌数が認められた。
以上，本研究は歯性化膿性感染症の発症・進展に複数の口腔内常在菌の相乗効果が重要な役割を果たしていること
を口底膿瘍モデルを用いて明らかにした点で，歯性感染症研究に寄与する価値ある論文と評価された。
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